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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成25年3月14日(2013.3.14)

【公開番号】特開2011-239523(P2011-239523A)
【公開日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-047
【出願番号】特願2010-107248(P2010-107248)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｐ   9/04     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  29/06     (2006.01)
   Ｆ０２Ｎ  15/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｎ  11/04     (2006.01)
   Ｈ０２Ｍ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｐ   9/04    　　　Ｌ
   Ｆ０２Ｄ  29/06    　　　Ａ
   Ｆ０２Ｄ  29/06    　　　Ｌ
   Ｆ０２Ｎ  15/00    　　　Ｅ
   Ｆ０２Ｎ  11/04    　　　Ａ
   Ｈ０２Ｍ   3/28    　　　Ｈ
   Ｈ０２Ｍ   3/28    　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月25日(2013.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジン（２）で駆動される交流機（３）と、該交流機（３）の出力を整流する整流器
（５１）と、該整流器（５１）から出力された直流電圧を電圧変換するＤＣ－ＤＣコンバ
ータ（５２）と、該ＤＣ－ＤＣコンバータ（５２）の出力を交流に変換して発電機出力と
するインバータ（５３）とを有する発動発電機の自動起動停止装置において、
　前記インバータ（５３）の出力ラインに並列に接続された負荷検知回路（２２）を備え
、
　前記負荷検知回路（２２）が、前記インバータ（５３）の出力ラインに抵抗器を介して
並列に接続された負荷検知ライン（４２）と、該負荷検知ライン（４２）に電圧を印加す
る電源回路（２７）と、前記負荷検知ライン（４２）に予定値以上の電流が流れていたと
きに負荷検知信号を出力する判別回路（４３）とを含んでおり、
　前記抵抗器は、発電機出力が供給される負荷に影響しない抵抗値に設定されていること
を特徴とする発動発電機の自動起動停止装置。
【請求項２】
　前記負荷検知回路（２２）から出力される負荷検知信号に応答して前記エンジン（２）
を自動始動することを特徴とする請求項１記載の発動発電機の自動起動停止装置。
【請求項３】
　前記エンジン（２）の駆動中に、前記負荷検知回路（２２）から出力される負荷検知信
号の出力停止に応答して前記エンジン（２）を自動停止し、かつ前記インバータ（５３）
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の動作を停止させることを特徴とする請求項１記載の発動発電機の自動起動停止装置。
【請求項４】
　前記電源回路（２７）が、前記エンジン（２）が運転中か停止中かに関わらず負荷状態
を常時監視できるように、前記交流機（３）による発電系統とは別系統のバッテリ（４）
から電源を形成していることを特徴とする請求項１記載の発動発電機の自動起動停止装置
。
【請求項５】
　前記負荷検知回路（２２）を付勢または非付勢とするモードスイッチ（３１）を有して
いることを特徴とする請求項１記載の発動発電機の自動起動停止装置。
【請求項６】
　前記バッテリ（４）の出力電圧を昇圧するコンバータ（９）を備え、
　前記コンバータの出力側を前記インバータの入力側に接続してなるハイブリッド式であ
る請求項４記載の発動発電機の自動起動停止装置。
【請求項７】
　前記交流機（３）が、前記バッテリ（４）から供給される電力で始動されるスタータモ
ータを兼用していることを特徴とする請求項４記載の発動発電機の自動起動停止装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　インバータ式発電機は負荷に応じて回転数を変化させることができるので、負荷がない
状態ではエンジンをアイドル運転して燃費と低騒音性能の向上を図っている。しかし、負
荷がない状態ではエンジンを停止させて、さらなる燃費と低騒音性能の向上を図ることが
要望される。一方、負荷の駆動を止めるたびに負荷の操作者または運転者（オペレータ）
がエンジンを停止させるのは煩雑であり、特に、オペレータが発電機から遠い場所で負荷
を操作または運転している状況では負荷の停止を検知してエンジンを自動停止できるシス
テムが要望される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　このように構成された整流回路５１は、交流機３の出力を整流してインバータ回路５３
に供給するとともに、ＦＥＴＱ１～Ｑ３のオン、オフ制御により、バッテリ４の直流出力
電圧を３相の交流電圧に変換して交流機３に印加する駆動用インバータとしても機能する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図４は、電源回路の具体例を示す回路図である。電源回路３０は、バッテリ４とモード
スイッチ３１とチョークコイル３２とＦＥＴＱ１７とを直列に接続してなる一次側を有す
る。二次側は、チョークコイル３２と対向配置されるコイル３５、３６、および３７を有
する。コイル３５はダイオードＤ１７と平滑コンデンサＣ５からなる半波整流平滑回路３
８に接続され、コイル３６はダイオードＤ１８と平滑コンデンサＣ６からなる半波整流平
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滑回路３９に接続され、コイル３７はダイオードＤ１９と平滑コンデンサＣ７からなる半
波整流平滑回路４０に接続される。半波整流平滑回路３８の出力は電源２７として負荷検
知回路２２の一次側回路に接続される。半波整流平滑回路３９の出力は電源２３として出
力制御回路５に接続される。また、半波整流平滑回路４０の出力は負荷検知回路２２の二
次側に＋５ボルト電源４１として接続される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　なお、インバータ回路５３のＦＥＴＱ５～Ｑ８はダイオードを内蔵しているので電源２
３の電圧がＦＥＴＱ５～Ｑ８の内蔵ダイオードより高いと、電源２３による電圧でＤＣ－
ＤＣコンバータ５２のコンデンサＣ１、Ｃ２が充電される。そこで、電源２３でコンデン
サＣ１、Ｃ２が充電されることがないように、コンデンサＣ１、Ｃ２の充電電位は電源２
３から印加される電圧より高くなるように設定しておく。
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